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年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
り
ま

し
て
希
望
溢
れ
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
中
は
町
政
運
営
に
対
し

て
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
ど
も
が
置
か
れ
て
い
る
環

境
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
を

含
め
、
大
き
な
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
き
ま

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
２
回
目
接
種
も
９
割
を

超
え
る
接
種
を
終
え
ま
し
た
。
私
は
、

１
万
５
千
人
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
幸
せ

な
ま
ち
、
明
る
い
ま
ち
の
第
一
歩
が
、

皆
さ
ん
の
協
力
、
関
係
者
の
協
力
で
出

来
る
力
の
あ
る
ま
ち
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
金
ケ
崎
町
は
、
東
北
を
代
表
す
る
産

業
集
積
地
で
す
。
新
た
な
発
展
の
た
め

に
は
、
雇
用
の
確
保
と
産
業
の
振
興
が

大
切
で
す
。
町
は
、
産
業
用
地
、
工
業

用
地
の
造
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
造
成
に
よ
っ
て
新
た
な
雇
用
を
生
む

こ
と
と
町
外
か
ら
の
転
入
者
な
ど
を
増

や
す
こ
と
、
雇
用
と
住
宅
政
策
・
地
域

開
発
を
セ
ッ
ト
に
し
た
新
た
な
る
金
ケ

崎
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
築
い
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、
金
ケ
崎
は
医
療
資
源
に
恵

ま
れ
、
地
域
、
福
祉
、
介
護
、
医
療
、

保
健
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町

内
で
は
、
１
０
０
歳
を
迎
え
て
い
る
人

が
13
人
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

み
ん
な
明
る
く
元
気
に
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業

を
中
核
に
、
さ
ら
に
事
業
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。「
健
康
に
勝
る
富
は
な
し
」、

皆
さ
ん
が
健
康
で
幸
せ
に
、
金
ケ
崎
で

住
ん
で
よ
か
っ
た
。
生
ま
れ
て
よ
か
っ

た
。
生
活
す
る
こ
と
が
楽
し
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
地
域
福
祉
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
に
つ
き
ま
し
て
も
、
消
防
力
強

化
と
併
せ
て
防
災
力
・
減
災
力
強
化
、

自
主
防
災
組
織
の
能
力
向
上
を
図
り
な

が
ら
、
安
心
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
金
ケ
崎
町
で
も
全
域
に
光

フ
ァ
イ
バ
が
整
備
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
若
者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
会
話
や

連
絡
、
情
報
収
集
を
す
る
時
代
に
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
が
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
社

会
に
対
応
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
、
農
業
は
米
価
下
落
で
窮
地
に
立

た
さ
れ
て
お
り
、
農
業
政
策
の
新
た
な

展
開
と
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
地
域
農

業
を
守
れ
な
い
状
況
に
き
て
い
ま
す
。

　
金
ケ
崎
の
新
た
な
る
発
展
の
た
め
に

は
、
特
に
も
工
業
、
農
業
、
商
業
振
興

の
３
つ
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
と

し
て
、
新
た
な
発
展
計
画
、
未
来
を
描

く
こ
と
に
よ
り
、
金
ケ
崎
の
成
長
と
発

展
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
が
一
致
団
結
し

て
進
む
こ
と
で
、
明
る
い
ま
ち
金
ケ
崎

が
で
き
ま
す
。
私
は
「
一
人
の
百
歩
よ

り
、
百
人
の
一
歩
」、
そ
の
よ
う
な
協

働
の
力
と
新
た
な
る
ま
ち
の
姿
を
見
据

え
て
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
金
ケ
崎
は
自
立
の
ま
ち
を
選
択
し
ま

し
た
。
自
立
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
、

金
ケ
崎
の
魅
力
と
将
来
を
見
据
え
た
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
取
り
組
む
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
健
康
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。　

※
表
彰
式
町
長
あ
い
さ
つ
の
要
旨
を
掲
載

新

新年のごあいさつ

金ケ崎町長　髙橋　由一
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♦ 自治功労 ♦

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

徳
のり

さん（61）
=西根後田=

　平成 25 年 12 月 2 日から令和 3 年 12 月 1
日まで 2期 8 年、金ケ崎町副町長として職務
に精励し、地方自治の振興発展に多大な貢献を
されました。

♦ 教育功労 ♦

鈴
すず

木
き

 洋
ひろし

さん（78）
=三ケ尻十三本塚=

　平成23年 4月から令和3年3月まで10年、
三ケ尻地区生涯教育センター所長として職務に
精励し、平成 29 年 3月文部科学省第 69 回優
良公民館表彰受賞に導くなど、生涯教育の推進
に多大な貢献をされました。

♦ 文化功労 ♦

菊
きく

地
ち

 盛
さかり

さん（94）
=三ケ尻上関口=

　二十歳頃より三ケ尻座敷田植踊の太鼓と三ケ
尻甚句踊を習い、その後 70年以上にわたり活
動され、特に昭和後期から小学生の指導に力を
注ぎ、郷土芸能の伝承に多大な貢献をされまし
た。

♦ 農業賞 （農民文化部門）♦

三
み

ケ
か

尻
じり

座
ざ

敷
しき

田
た

植
うえ

踊
おどり

保
ほ

存
ぞん

会
かい

（昭和 45 年11月1日町無形文化財指定）

=三ケ尻渋川堤下=

　約 200 年に渡り受け継がれ、演舞内容が農村地域で行われる所作が表
現されており、地域に根差した郷土芸能として伝承されてきました。
　定期的な練習はもとより、小学生への伝承や三ケ尻座敷田植踊のルーツ
といわれているユネスコ無形文化遺産指定の宮城県秋保の湯元田植踊りと
の交流を深め技芸の研鑽に努めています。
　様々な機会や場所を捉えて普及に努め、伝統を絶やすことなく伝承活動
に取り組み、地域に根差した郷土芸能の発展に寄与し、豊かな農村社会の
形成に多大な貢献をされました。

よこみちファーム株式会社
（平成26 年 4 月7日設立）

=西根桑木田=

　農業によって得られた所得を適正に地域へ配分することを目指し、8人
で設立しました。農地中間管理事業を活用し、農地集積や簡易ほ場整備に
取り組み、現在では 52.3 ヘクタールで水稲、ミニトマト、タマネギなど
を栽培しています。
　法人のビジョン達成にむけ、農地の出し手農家の適正に応じてオペレー
ターや作業員として雇用するほか、加工品にも取り組み、女性の就労の場
の確保に努めています。さらに加工事業の拡大、生産の安定性を確保する
ため、中核となる事業所と加工施設を建設しました。この施設は地域内の
新たなコミュニケーションを図る場としての機能も担っており、農業を軸
に地域住民をつなぐこの仕組みは、地域づくりや地域活性化が図られ、地
域農業の維持、発展に多大な貢献をされました。

♦ 教育功労 ♦

千
ち

葉
ば

 東
と

志
し

勝
かつ

さん（69）
=西根大森=

　平成 21 年 4 月から令和 3年 3 月まで 12 年、
西部地区生涯教育センター所長として職務に精励
し、平成 30 年 1月文部科学省第 71 回優良公民
館表彰受賞に導くなど、生涯教育の推進に多大な
貢献をされました。

♦ 感謝状 ♦

六原地区経営体育成基盤整備事業
施行委員会　=六原=

　平成 21年に事業採択されて以降、令和元年度
の完工まで11年の工事期間を経て、241ヘクター
ルという町内で最も広大な面積の基盤整備を完了
させました。
　経営体育成基盤整備事業の実施にあたっては、
地域内で幾度となる話し合いを重ね、10 年後、
20 年後を見通した営農ビジョンを作成し、営農
コストの削減、担い手の確保、農用地の利用集積、
換地の調整など数多くの課題を解決し、特に、担
い手確保にあたっては、新規農業法人の立ち上げ
による高収益作物を導入した新たな営農体系の確
立に取り組み、地域農業の振興に多大な貢献をさ
れました。

※農業賞は岩手ふるさと農業協同組合との共催事業

町
勢
功
労
表
彰

令
和
４
年

　
町
勢
功
労
表
彰
は
自
治
功
労
、
教
育
功
労
、
文
化
功
労
の

３
部
門
か
ら
４
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
よ
り
感
謝

状
が
１
団
体
に
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
農
業
賞
に
２
団
体
が
選
ば

れ
、
１
月
５
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
お
い
て
髙
橋
由
一
町

長
か
ら
労
い
の
言
葉
と
と
も
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

♦ 農業賞（農業経営部門） ♦


